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 兵庫県南部地震（’95，１，Ｍ7.2）の発生域の近くでは，地震前に地殻応力の繰返し測定が行われ

ており，田中（1993）1)はこの地域の応力値が徐々に増大していることを指摘していた。地震後に応

力状態がどのように変化したかを追跡するために，前回と同じ測定孔，測定法（水圧破壊法：以下

ＨＦ法と記す）により再測定を行った２）。 
 第１図３）にこれまでの応力測定点と測定された水乎面内主応力方向を示す。今回測定したのは，

平木鉱山（Hi）と宝殿採石場（Ho）である。平木鉱山は，地表下 108mの坑内（岩盤は白亜紀後期流

紋岩）で，1978，’85，’89，’92 年に，応力解放法あるいはＨＦ法により応力測定を行っている1,4)。

今回（’95.3）は，前回（’92.12）と同じ孔井（方向の異なる直径 48mm，深さ 10.3mの３本）におい

て．ＨＦ法による３次元応力測定を行った。孔井が浅く，天然亀裂が多く含まれており，ＨＦ箇所

の選定に制約があるので，’92 のＨＦで作られた人工亀裂を再開口したのが 10 筒所，新しく亀裂を

造成したのが２箇所である。亀裂方位の検出は型取りパッカーによったが，’92 の亀裂との間に良い

一致がみられ再現性が確認された。解析には新しく亀裂を造成した２筒所と’92 で測定された亀裂の

方位領斜をそのまま採用した。 
 宝殿採石場では，地表からのボーリング（岩盤は白亜紀流紋岩質溶結凝灰岩）により，1982，’86，’88
年に，応力解放法あるいはＨＦ法により応力測定を行っている1,4)。今回（’95.5）は，前回（’88.9）
と同じ孔井（直径 1φ60mm，深さ 100m）において，HF法による測定を行った。’88 には種々の深さ

12 箇所で測定されたが，今回はこれとは異なる９箇所を選定した。破壊前の型取りパッカーによる

亀裂の調査では既存亀裂は認められなかった。HF試験の結果，30m以浅の２箇所を除き孔井軸に平

行な縦亀裂が造成され，信頼性の高い応力値，応力方位が求められた。 
 第２図に，それぞれ前回の測定と比較して水平主応力の大きさと方位の変化を示す。また，第３

図に最大水平圧縮応力方位と，平均応力に対するせん断応力の比；µm = (Shmax - Shmin) / (Shmax + 
Shmin)の変化を示す。µｍは平木，宝殿ともに地震前には増加する傾向にあり，1994 年末にはµｍ＝

0.6 に達していたことが推定される。それが地震後の測定では，差応力が滅少し，µｍ＝0.2 にまで下

がっている。ここ 10 年ほど増大する傾向にあったせん断応力がそれ以前の応力値レベルに戻ったと

も考えられる。最大水平圧縮応力方位は，測定誤差を越える変化を示しており，平木では約 36°，宝

殿では約 25°反時計回りに回転している。すなわち，応力の東西成分が増大した。孔井が浅いので応

力の深度勾配などの不確定要素が多いものの，繰返し測定によって応力変化が実測された例は初め

てである。 
（池田隆司） 
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第１図  原位置応力測定点および水平面内主応力の方位３）

今回の測定は，Hi：平木，Ho：宝殿。 
 Fig. 1   In - situ stress measurement sites and the directions of horizontal principal stress 3)

Hi : Hiraki and Ho : Hoden. 
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第２図 平木および宝殿における水乎主応力（平均）の変化 

Fig. 2 Change of the horizontal principal stresses (average) at Hiraki and Hoden station. 
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第３図 平木および宝殿における最大水平圧縮応力方位と µｍ値の時間変化 

Fig. 3 Variations of maximum horizontal direction and µ m value at Hiraki and Hoden station with time, 

where µ m = (SHmax-Shmin) / (SHmax+shmin). 
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